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研究成果の概要（和文）：(1)18年分の新聞コーパスで、動詞と共起する主語と目的語の頻度と活用別頻度一覧
を作成した。(2)自他対応動詞36対の頻度を比較して活用別頻度で自他動詞に違いがないことを証明した。(3)視
線計測によりL1中国語の動詞統語情報がL2日本語の処理への影響を実証した。(4)理解テストで，L1中国語から
L2日本語Lへの統語情報の影響を測定した。(5)脳波実験により、日中で言語非選択的活性化が起こることを検証
した。(6)動詞と共起する目的語の共起頻度の影響を視線計測で実証した。(7)中韓越日の言語的特性の言語間の
関係をWeb検索できるようにした。(8)新常用漢字の特性がWebで検索できるようにした。

研究成果の概要（英文）：A series of investigations were carried out. (1) A list of co-occurrence 
frequencies for nouns, both subjects and objects, with verbs was created using 18-years of newspaper
 corpus. (2) Comparing the frequencies of 36 pairs of transitive and intransitive verbs, it was 
proved that there was no difference between transitive and intransitive verbs. (3) Using 
eye-tracking, it was demonstrated that the syntactic information of the L1 Chinese verb affects the 
L2 Japanese. (4) L1-to-L2 influence of syntactic information was shown by a verb understanding test.
 (5) EEG experiments demonstrated that language-selective activation occurs between L1 Chinese and 
L2 Japanese. (6) The effect of co-occurrence frequencies of verb phrases was demonstrated by 
eye-tracking. (7) A search engine for relational linguistic characteristics among Chinese, Korean, 
Vietnamese and Japanese. (8) The new commonly-used 2,136 kanji were made available at a website.

研究分野：心理言語学
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１．研究開始当初の背景 
日本語学習者は、動詞と共起する名詞群の
共起情報の知識を十分に備えてないために、
日本語の主語・目的語・動詞という語順の文
を予測して読んだり、聞いたりすることが日
本語母語話者のようにできないと考えられ
る。そこで、基本動詞と共起する名詞群の知
識が、日本語学習者の読解および聴解を促進
すると仮定して、動詞と共起する名詞群の特
性が出力できる検索エンジンを構築する。ま
た、これを利用して、コーパス研究を行うこ
とにした。 
 
２．研究の目的 
特定の動詞は、特定の名詞群と共起する傾
向がある。日本語母語話者はこうした知識に
基づき、先行する名詞の意味関係から、その
名詞がとる動作や状態を考えながら、日本語
の文で最後にくる動詞を予測して、読んだり
聞いたりする。一方、日本語学習者は、動詞
と共起する名詞群の共起情報の知識を十分
に備えてないために、日本語母語話者のよう
に、次々と予想しながら文を理解することが
できないと考えられる。そこで、基本動詞と
共起する名詞群の特性が出力できるデータ
ベースを構築した。また、日中韓越の言語間
の言語特性について記載したデータベース
を作成して、Web上で検索できるエンジンを
構築した。また、常用漢字 2,136 字の特性に
関するデータベースの Web 上で機能する検
索エンジンの構築した。さらに、多様な大規
模テスト調査を実施し、こうした動詞と共起
する名詞群など、言語習得に関する多様な研
究を実施した。 
 
３．研究の方法 
次の６つの方法で研究（研究成果を参照）
を進めた。(1)旧日本語能力試験の２級レベル
までの 2字漢字語の言語特性を日韓中越の関
係についてデータベースを作成した。そして、
Web上で検索できるエンジンを作成した。(2)
毎日新聞のコーパスを利用して、常用漢字
2,136字のデータベースを作成した。さらに、
Web上で機能する検索エンジンをつけて情報
に誰でもアクセスできるようにした。(3)毎日
新聞 18 年分のコーパスを使って自他対応動
詞の使用頻度を比較した。(4) 日中同形同義
漢語動詞の能動・受動態の L1中国語から L2
日本語への影響を視線計測の実験法で検討
した。(5)中国人日本語学習者の日中同形同義
語の品詞性の習得について四者択一のテス
トで検証した。(6)中国人日本語学習者の NV
型複合名詞の理解を四者択一のテストで検
討した。 
 
４．研究成果 
 研究方法にしたがって、以下の６つの研究
を行った。 
（1）日韓中越の 2 字漢字語の言語特性デー
タベースのWeb検索エンジンの構築 

日本語では 2字語が非常に頻繁に使われて
おり、これらの語彙が日本語の国語辞書の見
出し語の約 70％を占めると報告されている
（Yokosawa & Umeda, 1988）。旧・『日本語能
力試験出題基準』（2007，改訂版）4～2 級の
2字漢字語 2,058語（朴・熊・玉岡, 2014）を
対象として、日韓中越のそれぞれの言語にお
いて、対象となる 2 字漢字語の品詞、意味、
音韻、書字の類似性を Web 上で検索
（http://kanjigodb.herokuapp.com/）できるよう
にした。図 1 は、4 言語間の音素類似性を示
した例である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1 4言語間の音素類似性 
 
(2)常用漢字 2,136字の特性に関するデータベ
ースのWeb検索エンジンの構築 
日本語に関する漢字処理実験では、常用漢
字の多様な特性を統制する必要がある。そこ
で、2010年に常用漢字表が改訂され 2,136の
漢字リストが作成されたことを機に、毎日新
聞の 11 年分の記事のコーパスを使用して漢
字印刷頻度を計算し、図 2 に示したように、
Web上（http://www.kanjidatabase.com/）で様々
な集計の漢字頻度や特性の検索を可能にし
た。 
 
 
 
 
 

 

図 2 Kanji databaseのWebサイト 
 
(3)日本語自他対応動詞 36 対の使用頻度の比
較 
日本語は「なる」言語である（池上, 1981, 

2006; 西光, 2010a, 2010b; 寺村, 1976など）と
言われており、他動詞よりも自動詞がよく使
われる傾向が予測される。そこで、自他対応
動詞 36対を選び、18年分（1998-2015）の毎
日新聞のコーパスを使って、自動詞と他動詞
の使用頻度を比較した。t 検定の結果、未然
形、連用形、終止形、仮定形、命令形および
全活用の総使用頻度のすべてにおいて、自動
詞と他動詞の使用頻度に有意な違いはなか
った。使用頻度を自然対数の loge (x+0.5)に変
換してから同じ t 検定で検討した結果も、命



令形以外は 36 対の自他対応動詞の使用頻度
に有意な違いはなかった。命令形については、
逆に他動詞のほうがよく使用されていた。ま
た、これらの自他対応動詞の頻度の相関係数
は非常に高く（N=36, r=.70, p<.001）、自他動
詞の対の使用頻度の関連性が示された。この
研究では、使用頻度の高い自他対応動詞 36
対の使用頻度を比較した結果、自動詞と他動
詞の使用傾向に違いがなく、類似した使用傾
向であることを示した（図 3を参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 自他対応動詞 36対の使用頻度の散布図 
 
(4)日中同形同義漢語動詞の能動・受動態の
L1中国語から L2日本語への影響 
バイリンガルの 2言語間で意味情報の使用
頻度が影響し合うことが先行研究で示され
ている。この研究では L2の日本語と L1の中
国語での動詞句の態の処理への影響を検討
した。まず、日中言語間で同形同義の漢語動
詞は、2 言語共に語彙使用頻度が同じであれ
ば、両言語で同時に活性化され、処理が促進
されることが予想される。その際、日本語の
受動態の使用頻度は同じに統制して、中国語
における受動態の使用頻度の高低を操作し
た。これにより、中国語における受動態の使
用頻度が高い条件（統制群）では、L1におい
ても漢語動詞の受動態の情報が活性化され、
日本語の受動態の処理に促進的に機能する 

図４ 動詞句の総注視時間 

の述部の処理が促進されないか、むしろ抑制
されると考えられる。視線計測で読み時間を
測定した結果、実験群の受動態の処理は、統
と仮定される。一方、中国語での受動態の使
用頻度が低い条件（実験群）では、L1で受動
態としてほとんど使用されない。使用されな
いことは、ゼロ（φ）情報であるが、これは
「無い」という情報であり、日本語の受動態
制群に比べて読み時間が長くなった。L1中国
語の動詞の統語情報が L2 日本語に影響する
ことを実証した（図４を参照）。 
 
(5)中国人日本語学習者の日中同形同義語の
品詞性の習得 
中国人日本語学習者の日中同形同義語の
品詞の習得状況と、学習者の語彙および文法
知識の両側面から品詞習得への影響を検討
するために、中国の大学の日本語専攻生 165
名に対して調査を行った。同形語を日中両言
語で、品詞情報が同じ語「日＝中」、中国語
の方が日本語より品詞の使用範囲が広い語
「日⊂中」、日本語の使用範囲が広い語「日
⊃中」、両言語で一部の品詞を共有するが、
それぞれ独自の品詞も持つ語「日∪中」、両
言語で品詞が全く異なる語「日≠中」に分け
て、四者択一式のテストを作成し、語彙およ
び文法テストと共に行った。調査の結果、「日
＝中」と「日⊂中」は得点が高く、残りの３
つは、「日⊃中」、「日∪中」、「日≠中」の順で
低くなった。また、「日＝中」「日⊂中」「日
∪中」の文レベルでの習得に、いずれも各タ
イプに関連した日本語の品詞の知識および
形態素変化と局所依存の文法知識が貢献し
ていることが分かった。 
 
(6)中国人日本語学習者によるNV型複合名詞
の理解 
名詞＋動詞（NV）型複合名詞を「名詞＋
動詞連用形」の構造の「主語＋動詞」「目的
語+動詞」「補語＋動詞」「意味統語無関係」
の４つの下位分類に分けて習得状況を測定
した。中国人日本語学習者 143名に対して、
NV 型複合名詞、語彙知識、文法知識の３
種類のテストを実施した。まず、語彙知識
は NV型複合名詞に対して促進的に影響し
たが、文法知識の影響はみられなかった。
そこで、語彙知識別に上位・中位・下位群
の３群に分けて NV型複合名詞の正答率を
比較した結果、語彙知識が向上すると共に
理解が順調に伸びる語と語彙知識がある程
度向上しなくては理解が高まらない語があ
った。さらに、３群の正答率に基づき、40
語を分類した結果、習得パターンの異なる
４つのクラスタが得られ、中国語の語彙と
の関係、統語構造に関する知識、語の意味
上の不透明性、意味の背景知識の欠如など
多様な要因が関与していることが示された。 
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